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【短報】房総半島におけるツツイキバナガミズギワ
ゴミムシの発見
ツツイキバナガミズギワゴミムシ Bembidion 

(Desarmatocillenus) tsutsuii (Uéno, 1955)は，トカラ
列島中之島産の標本をもとに記載された潮間帯性
のミズギワゴミムシである．タイプ産地のほか奄
美大島（森田ら , 1996），屋久島（Nakane, 1956），
九州の長崎県（松尾ら , 2008），本州太平洋側の愛
知県（佐藤 , 1965），静岡県（多比良ら , 2000）の
河口域あるいは海岸部から生息情報がある．この
うち愛知県から最初に見つかった知多半島新舞子
の産地では再発見されず，護岸工事が行われたこ
とから絶滅したと考えられている（岩崎ら , 1990）．
その後，愛知県下では森田ら（1996）により豊橋
市の豊川河口域で新たな産地が発見されたが，自
然海岸の減少などにより，全国的に本種の生息が

脅威に晒されている状況に変わりはない．こうし
た現況をふまえ，2007年 10月 5日に更新された環
境省の最新版レッドリストには，準絶滅危惧種と
しての掲載がある．
筆者は，これまで生息が確認されていた伊豆半

島より東の千葉県房総半島で本種を採集している
ので報告する．

1♂，1♀, 千葉県南房総市白浜町白浜 , 19. III. 
2012; 7♂♂，5♀♀, 同地 , 7−8. IV. 2012, 筆者および森
田誠司氏保管 .

採集地点は岩礁周辺の潮間帯の砂礫地で，付近
に大河川の流入はなく，満潮時には 30 cm～ 1 m
ほど水没するような場所だった．この時期，干潮
時に日中，夜間を問わずに活動していた．ただし，

図1．ツツイキバナガミズギワゴミムシとその生息環境．A:♂（房総半島産）；B: 右後翅，上翅を外して示す；
C, D: 生息環境．
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地表を頻繁に露出的に徘徊しているのは干潮時の
一定の時間帯に限られ，その後は石の下で見つか
る個体が多くなり，交尾をしているペアも観察さ
れた．

2地点での生息を確認したが，1地点の確認範囲
はかなり狭く，個体密度もごく低かった．もう 1
地点はある程度の個体数がみられたが，やはり確
認範囲は広くはなく，工事等が行われれば，容易
に生息環境が消滅するような状況と見なされた．
本種は後翅が細長い舌状で，上翅長の半分にも
満たないほどに縮小しており，飛ぶことはできな
い．このため，移動能力は低いことが予想され，
連続的ではない生息地の消失が個体群の存続にお
よぼす影響は小さくないと考えられる．
ところで，森田ら（1996）は豊橋市における本

種の生息状況から，生息条件の一つと考えられる
環境の底質にかかわるキーワードとして，「白い
砂」を挙げた．筆者が観察した南房総のミクロな
生息環境では，底質に貝殻の破片は混じるものの
石英をあまり含まないためか，砂の白さは特に目
立ってはいなかった．今回確認された個体群には
他地域のものと比べて軽微ながら黒化の傾向が認
められたが，榎戸（1991）や芦田（1998）がカワ
ラハンミョウ Chaetodera laetescripta circumpictula 
(Horn,1938)で示唆したように，本種の場合も体色
は底質の色とある程度同調している可能性がある．
同所的にはナギサハネカクシの一種 Bryothinusa 

sp.や巻貝のホソウミニナなどがみられたが，これ
らの生物が確認されても，本種が見つからない環
境も少なくはなかった．Uéno (1955)は，トカラ列
島中之島において本種と同所的にみられる無脊椎
動物として，甲殻類のカニダマシ類，棘皮動物の
ムラサキクルマナマコやウデフリクモヒトデを挙
げたが，南房総ではこれらやその近縁種は見いだ
していない．
一方で，Sasakawa (2007)は，地理的にはタイ

プ産地に相対的に近い屋久島産の個体群を上翅の
色彩と交尾器形態の差異によって別種 Bembidion 
(Desarmatocillenus) yakushimanumとして分離した．
本種または本種群は，南房総のみならず他地域の
個体群も含めて分類上の再検討をする余地がある
と思われる．今回，検鏡して原記載と照らした結果，
現時点では南房総産の個体群はツツイキバナガミズ
ギワゴミムシと同定するのがもっとも妥当と考えら
れた．前述したように体色は黒みが強い傾向にある
が，個体によっては豊橋市産，さらには屋久島産と
も大差はなく，♂交尾器外形も原記載の図，豊橋産
との比較でも顕著な違いは認められない．

なお，千葉県からは森田（1982）をはじめ，最
近では谷野（2007）により，このグループのゴ
ミムシ類はキバナガミズギワゴミムシ Bembidion 
(Dersarmatocillenus) yokohamae (Bates, 1883)，オオ
キバナガミズギワゴミムシ B. (D.) sumaoi Morita, 
1981，キバネキバナガミズギワゴミムシ B. (D.) 
aestuarii (Uéno and Habu, 1954)の 3種がこれまで報
告されている．本種が千葉県のファウナに加わる
ことにより，本土では千葉県沿岸部がこのグルー
プの多様性がもっとも高い地域のひとつとなった．
末筆ながら，文献の問い合わせに応じてくださっ

た森田誠司氏（東京都），多比良嘉晃氏（静岡市）
に心よりお礼申し上げる．
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